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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 （1） 連結経営成績（累計）
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 1,009 0.5 △149 ─ △155 ─ △180 ─

22年３月期第１四半期 1,004 △28.5 △143 ─ △141 ─ △252 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △432.57 ─

22年３月期第１四半期 △604.30 ─

 （2） 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 3,270 1,987 60.7 4,752.31

22年３月期 3,296 2,173 65.9 5,197.06

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 1,985百万円 22年３月期 2,171百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 0.00 ― 0.00 0.00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,200 3.7 △180 ─ △190 ─ △200 ─ △478.74

通  期 5,500 26.5 150 ─ 130 ─ 80 ─ 191.49



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 

 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係

る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

（4） 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していま

せん。 
  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。 

4. その他（詳細は【添付資料】4ページ「2. その他の情報」をご覧ください。）

（1） 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規    ─ 社 (          ─ )、除外    ─ 社 (          ─ )

（2） 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（3） 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 417,798株 22年３月期 417,798株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 31株 22年３月期 31株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 417,767株 22年３月期１Ｑ 417,767株

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
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当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、中国を中心とした新興国経済の発展による影響や

国内緊急経済対策の効果を受け、景況感に緩やかな持ち直しが見られるものの、ギリシャの財政危機を

発端とした海外経済の先行きには不透明感が残っており、依然としてデフレ基調が継続しているため、

国内景気の低迷は払拭されておりません。 

当社グループの属する情報サービス業界においても、設備投資の抑制に伴う需要の減少や受注獲得競

争の激化等、いまだ厳しい状況が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、ネット金融のコングロマリットを形成するＳＢＩグループと

の事業シナジーを高め、主に金融機関向けソリューションの提供、ＳＢＩグループ向けシステム開発に

取り組んでまいりました。また、継続的なコストの見直しや削減にも取り組んでまいりました。しかし

ながら金融機関向けのシステム受託開発の一部において検収が第２四半期にずれ込み、売上計上が第２

四半期となりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,009百万円（前年同四半期は1,004百万円の売上

高）、営業損失は149百万円（前年同四半期は143百万円の営業損失）、経常損失は155百万円（前年同

四半期は141百万円の経常損失）、四半期純損失は180百万円（前年同四半期は252百万円の四半期純損

失）となりました。 
  

セグメントの業績の概況は、次のとおりであります。 
  

 ＜ＳＢＩグループ向けシステムソリューション事業＞ 

ＳＢＩグループ向けのシステム受託開発及び運用・保守が堅調に推移し、売上高は321百万円、営

業利益は41百万円となりました。 
  

 ＜金融機関向けシステムソリューション事業＞ 

依然としてＩＴ投資を抑制する企業が多く、厳しい受注環境が続く中、営業活動に注力したことに

より金融機関向けシステム受託開発及びＩＴコンサルティングの受注は順調であったものの、金融機

関向けのシステム受託開発の一部において、外注加工費の抑制効果が当第１四半期に表れるまでには

至らず、当セグメントの売上高は525百万円、営業損失は63百万円となりました。 
  

 ＜製造業等向けシステムソリューション事業＞ 

顧客のコスト削減要求の高まり等により長期的な需要低迷を受け、ＩＴエンジニア派遣の受注が低

調に推移したため、当セグメントの売上高は239百万円、営業損失は21百万円となりました。 
  

（注） 当第１四半期連結会計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期

との金額比較は記載しておりません。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べ11.5％増加し、1,289百万円となりました。これは、受取手

形及び売掛金が224百万円減少した一方、現金及び預金が143百万円、有価証券が86百万円、仕掛品が

70百万円、貸倒引当金が59百万円それぞれ増加したこと等によります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ7.4％減少し、1,981百万円となりました。これは、長期貸付

金が7百万円増加した一方、ソフトウェアが28百万円、のれんが25百万円それぞれ減少したこと等に

よります。 

その結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ0.8％減少し、3,270百万円となりました。 
  

流動負債は、前連結会計年度末に比べ18.9％増加し、984百万円となりました。これは、短期借入

金が20百万円、買掛金が2百万円それぞれ減少した一方、工事損失引当金が9百万円、その他が168百

万円それぞれ増加したこと等によります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ1.3％増加し、298百万円となりました。これは、退職給付引

当金が5百万円、債務保証引当金が7百万円それぞれ減少した一方、資産除去債務が29百万円増加した

こと等によります。 

その結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ14.3％増加し、1,283百万円となりました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（1）連結経営成績に関する定性的情報

（2）連結財政状態に関する定性的情報

（資産、負債及び純資産の状況）

① 資産

 ② 負債
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純資産合計は、前連結会計年度末に比べ8.6％減少し、1,987百万円となりました。これは、四半期

純損失を計上したことにより利益剰余金が180百万円減少したこと等によります。 

  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して143百万円増加し、474百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 
  

営業活動の結果獲得した資金は、248百万円（前年同四半期は134百万円の獲得）となりました。こ

れは、税金等調整前四半期純損失175百万円があった一方、売上債権の減少223百万円、減価償却費65

百万円があったことがその主な要因であります。 
  

投資活動の結果使用した資金は、83百万円（前年同四半期は221百万円の使用）となりました。こ

れは、有形固定資産の取得による支出36百万円、無形固定資産の取得による支出39百万円、貸付によ

る支出6百万円があったことがその主な要因であります。 
  

財務活動の結果使用した資金は、20百万円（前年同四半期は105百万円の使用）となりました。こ

れは、短期借入金の純減20百万円があったことがその要因であります。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、本資料の公表時点において、平成22年４月26日の決算短

信で発表しました第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想に変更はありません。 

 ③ 純資産

（キャッシュ・フローの状況）

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

（3）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 
  

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目等を重要なものに限定する方法によって

おります。 

  

1．会計処理の原則・手続の変更 

当第１四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ1,263千円増加し、税金等調整前四半期純損失は4,281千

円増加しております。また、当会計基準等の適用開始時における資産除去債務の計上額は29,675千円で

あります。 

  

2．表示方法の変更 

当第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成

20年12月26日）に基づく財務諸表等規則の一部を改正する内閣府令（内閣府令第５号 平成21年３月

24日）を適用し、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 
  

前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取配当金」は、営

業外収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間では区分掲記することとしてお

ります。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取配当金」は79

千円であります。 
  

前第１四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「為替差益」は、営業

外収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間では区分掲記することとしており

ます。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「為替差益」は101千

円であります。 

2. その他の情報

（1）重要な子会社の異動の概要

（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（棚卸資産の評価方法）

（法人税等の算定方法）

（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

（四半期連結損益計算書関係）
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3. 四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 474,635 331,597

受取手形及び売掛金 377,714 602,484

有価証券 146,724 60,000

仕掛品 180,416 109,949

その他 135,442 137,530

貸倒引当金 △25,823 △84,931

流動資産合計 1,289,110 1,156,629

固定資産

有形固定資産 419,111 409,617

無形固定資産

のれん 724,699 750,513

ソフトウェア 277,908 306,135

ソフトウエア仮勘定 321,032 282,513

その他 3,369 3,729

無形固定資産合計 1,327,010 1,342,891

投資その他の資産

長期貸付金 540,773 533,183

その他 294,096 386,887

貸倒引当金 △599,573 △533,183

投資その他の資産合計 235,297 386,887

固定資産合計 1,981,419 2,139,396

資産合計 3,270,529 3,296,026

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 217,445 219,786

短期借入金 330,000 350,000

未払法人税等 1,702 3,497

事務所移転費用引当金 3,799 －

工事損失引当金 9,724 －

ポイント引当金 1,151 2,074

その他 420,486 252,480

流動負債合計 984,309 827,839

固定負債

退職給付引当金 46,817 52,395

債務保証損失引当金 8,425 15,924

資産除去債務 29,826 －

その他 213,823 226,734

固定負債合計 298,891 295,053

負債合計 1,283,201 1,122,893
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 3,811,426

資本剰余金 3,737,502 3,737,502

利益剰余金 △5,560,021 △5,379,309

自己株式 △3,501 △3,501

株主資本合計 1,985,405 2,166,117

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 996 4,580

為替換算調整勘定 △1,045 463

評価・換算差額等合計 △48 5,043

新株予約権 1,972 1,972

純資産合計 1,987,328 2,173,133

負債純資産合計 3,270,529 3,296,026
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（2）四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 1,004,057 1,009,235

売上原価 884,338 963,957

売上総利益 119,718 45,277

販売費及び一般管理費 262,743 194,966

営業損失（△） △143,024 △149,688

営業外収益

受取配当金 － 363

為替差益 － 565

管理手数料収入 1,752 －

その他 1,993 637

営業外収益合計 3,745 1,565

営業外費用

支払利息 1,565 4,334

その他 880 3,138

営業外費用合計 2,445 7,472

経常損失（△） △141,724 △155,595

特別利益

貸倒引当金戻入額 758 556

その他 37 －

特別利益合計 796 556

特別損失

減損損失 3,052 －

本社移転費用 90,450 －

事務所移転費用 － 17,816

その他 11,466 3,018

特別損失合計 104,968 20,834

税金等調整前四半期純損失（△） △245,897 △175,873

法人税、住民税及び事業税 5,617 5,295

法人税等調整額 941 △457

法人税等合計 6,558 4,838

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △252,455 △180,712

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △252,455 △180,712
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △245,897 △175,873

減価償却費 55,803 65,186

のれん償却額 25,813 25,813

減損損失 3,052 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,781 7,281

ポイント引当金の増減額（△は減少） △1,861 △923

本社移転費用引当金の増減額（△は減少） 77,898 －

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） － 3,799

工事損失引当金の増減額（△は減少） 258 9,724

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △7,500 △7,499

受取利息及び受取配当金 △319 △574

支払利息 1,565 4,334

有形固定資産売却損益（△は益） △3 －

投資有価証券売却損益（△は益） △34 －

売上債権の増減額（△は増加） 282,674 223,194

たな卸資産の増減額（△は増加） △54,167 △70,466

仕入債務の増減額（△は減少） △12,412 △2,341

移転費用 3,957 4,499

その他 15,776 168,506

小計 151,386 254,662

利息及び配当金の受取額 319 574

利息の支払額 △1,565 △3,974

法人税等の支払額 △15,592 △2,968

営業活動によるキャッシュ・フロー 134,548 248,294

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △21,902 △36,427

有形固定資産の売却による収入 100 －

無形固定資産の取得による支出 △176,319 △39,257

差入保証金の差入による支出 △36,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 20,032 3,444

投資有価証券の取得による支出 － △5,969

投資有価証券の売却による収入 262 －

投資有価証券の償還による収入 － 400

関係会社株式の売却による収入 10,000 －

事業譲受による支出 △18,173 －

貸付けによる支出 － △6,015

貸付金の回収による収入 50 210

投資活動によるキャッシュ・フロー △221,950 △83,615

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △100,000 △20,000

長期借入金の返済による支出 △5,010 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △105,010 △20,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 △275 △1,509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △192,688 143,170

現金及び現金同等物の期首残高 811,172 331,598

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △10,000 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 608,483 474,769
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該当事項はありません。 
  

当社及び連結子会社は、ソフトウエアの開発、情報セキュリティサービスの提供及び情報処理サ

ービスの提供、システム販売並びに情報通信ネットワークの構築・運営管理を中心にＩＴサービス

事業を行っており、これらの営業活動は単一の事業分野に属するものと判断しておりますので、事

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
  

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 
  

海外売上がないため、該当事項はありません。 
  

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針20号  平成20年３月21日）を適用しております。 
  

当社の報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。 

当社グループは、システムソリューションを中心に事業を行っております。その中で、ＳＢＩグ

ループ各社を中心に一般事業会社を当社及び株式会社ＳＢＩテクノロジーが、株式会社ＳＢＩ証券

を含む金融機関をＳＢＩトレードウィンテック株式会社及び都瑛軟件開発服務（大連）有限公司

が、その他製造業等を株式会社シーフォービジネスインテグレーションがそれぞれ担当しておりま

す。 

したがって、当社グループは、対象顧客別のセグメントから構成されており、「ＳＢＩグルー

プ」、「金融機関」、「製造業等」の３つを報告セグメントとしております。 
  

 
(注)１  セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去△1,523千円、各報告セグメントに配分していない全

社費用104,902千円が含まれております。 

２  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

（4）継続企業の前提に関する注記

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

（5）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

【セグメント情報】

（追加情報）

1. 報告セグメントの概要

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

（単位：千円）

報告セグメント
調整額 
（注1）

四半期連結損益
計算書計上額 
(注2)

ＳＢＩ 
グループ

金融機関 製造業等 計

売上高

外部顧客への売上高 308,557 502,524 198,154 1,009,235 ― 1,009,235

セグメント間の内部売上高
又は振替高

12,939 23,310 41,213 77,463 △77,463 ―

計 321,497 525,834 239,367 1,086,698 △77,463 1,009,235

セグメント利益(△は損失) 41,779 △63,797 △21,244 △43,262 △106,425 △149,688
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該当事項はありません。 

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）
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